
様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

年 9 月 17 日

兵庫県知事 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程

　別紙1,2,3のとおり

③従業員数 154人　　（平成31年3月末）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の減
量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 東洋紡株式会社　高砂工場

事 業 場 の 所 在 地 兵庫県高砂市曽根町2900

計 画 期 間 平成30年4月1日から平成31年3月31日

（第１面）

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和元

兵庫県高砂市曽根町2900

東洋紡㈱高砂工場
中尾　良治

079-447-7160

①事業の種類 1639　　その他の有機化学工業製品製造業

②事業の規模 製品出荷額　　573.92百万円　　（平成30年度実績）



特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項　 別紙1,2,3のとおり
（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 別紙1,2,3のとおり
【前年度（平成　30 年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 別紙1,2,3のとおり

①現状
（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画
(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画

特別管理産業廃棄物の種類

排出量

（第２面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

排出量

別紙1,2,3のとおり 

別紙1,2,3のとおり 



自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 別紙1,2,3のとおり
【前年度（平成　30 年度）実績】

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 別紙1,2,3のとおり
【前年度（平成　30 年度）実績】

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組）

②計画

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した
特別管理産業廃棄物の量

②計画

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

（第３面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量

別紙1,2,3のとおり 

別紙1,2,3のとおり 

別紙1,2,3のとおり 

別紙1,2,3のとおり 



自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 別紙1,2,3のとおり
【前年度（平成　30 年度）実績】

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 別紙1,2,3のとおり
【前年度（平成　30 年度）実績】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

認定熱回収業者への
処理委託量

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

②計画

特別管理産業廃棄物の種類

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

（第４面）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

自ら埋立処分を行った
特別管理産業廃棄物の量

別紙1,2,3のとおり 

別紙1,2,3のとおり 

別紙1,2,3のとおり 



【目標】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

t

※事務処理欄

電子情報処理組織の使
用に関する事項

【前年度（平成30年度実績】

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物
排　　　　　出　　　　　量

（ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ廃棄物を除く。）
4827

（今後実施する予定の取組）

自社並びに契約中の収集運搬と処理業者全て電子マニフェスト導入済。

（第５面）

②計画

特別管理産業廃棄物の種類

全処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

別紙1,2,3のとおり 



（第６面）
備考
１  前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２　当該年度の６月30日までに提出すること。

３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。
　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成工
事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規模が分か
るような前年度の実績を記入すること。
　(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する
までの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

４　「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご
とに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産業廃棄物の
量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入する
こと。

５　「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご
とに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄物に該当し
なくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

６　「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、
全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法
律施行令第６条の14第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理
業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委
託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

７　「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量（ポ
リ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げるものをいう。）を除く。）を記入
すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する取組について
記入すること。

８　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとお
り」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業廃棄物の
種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき
内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記
入すること。

９　※欄は記入しないこと。



産業廃棄物の種類
0100 燃え殻
0200 汚泥
0300 廃油
0400 廃酸
0500 廃アルカリ
0600 廃プラスチック類
0700 紙くず　
0800 木くず
0900 繊維くず
1000 動植物性残渣
1100 ゴムくず
1200 金属くず
1300 ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
1400  鉱さい
1500  がれき類
1600 動物のふん尿
1700 動物の死体
1800 ばいじん
1900 13号廃棄物
4000 動物系固形不要物
2010 建築系混合廃棄物（安定型のみ）（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2020 建設系混合廃棄物（管理型含む）（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2100 安定型混合廃棄物（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2200 管理型混合廃棄物（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2300 シュレッダーダスト
2410 建設系混合廃棄物（石綿含有産業廃棄物）
2420 ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物）
2430 廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物）
2440 がれき類（石綿含有産業廃棄物）
2450 紙くず（石綿含有産業廃棄物）
2460 木くず（石綿含有産業廃棄物）
2470 繊維くず（石綿含有産業廃棄物）
2500 水銀使用製品産業廃棄物（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2600 水銀含有ばいじん等（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
3000 廃自動車（以下、具体的名称）
3100 廃電気機械器具（以下、具体的名称）
3500 廃電池類（以下、具体的名称）
3600 複合材（以下、具体的名称）
7000 引火性廃油
7010 引火性廃油（有害）
7100 強酸
7110 強酸（有害）
7200 強アルカリ
7210 強アルカリ（有害）
7300 感染性廃棄物
7411 廃PCB等
7412 PCB汚染物
7413 PCB処理物
7421 廃石綿等（飛散性）
7422 指定下水汚泥
7423  鉱さい（有害）
7424 燃えがら（有害）
7425 廃油（有害）
7426 汚泥（有害）
7427 廃酸（有害）
7428 廃アルカリ（有害）
7429 ばいじん（有害）
7430　13号廃棄物（有害）
7449　廃水銀等
7900 その他の特別管理産業廃棄物（以下、具体的名称）



別紙１（廃棄物処理法-特別管理産業廃棄物処理計画書）
　　現状：前年度（平成３０年度）実績量
　　計画：今年度（令和元年度）計画量 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画
1706 1500 0 0 0 0 1103 800 0 0 603 600 603 600 0 0 72 100 531 500

2764 3000 0 0 0 0 734 750 0 0 2030 2000 2025 2000 5 10 0 0 2025 1990

261 600 0 0 0 0 0 0 0 0 261 300 261 300 155 150 8 10 98 140

96 100 0 0 0 0 0 0 0 0 96 100 96 100 0 0 0 0 96 100

4827 5200 0 0 0 0 1837 1550 0 0 2990 3000 2985 3000 160 160 80 110 2750 2730

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り，空欄へ産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

産業廃棄物の種類
0100 燃え殻
0200 汚泥
0300 廃油
0400 廃酸
0500 廃アルカリ
0600 廃プラスチック類
0700 紙くず　
0800 木くず
0900 繊維くず
1000 動植物性残渣
1100 ゴムくず
1200 金属くず
1300 ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
1400  鉱さい
1500  がれき類
1600 動物のふん尿
1700 動物の死体
1800 ばいじん
1900 13号廃棄物
4000 動物系固形不要物
2010 建築系混合廃棄物（安定型のみ）（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2020 建設系混合廃棄物（管理型含む）（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2100 安定型混合廃棄物（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2200 管理型混合廃棄物（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2300 シュレッダーダスト
2410 建設系混合廃棄物（石綿含有産業廃棄物）
2420 ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物）
2430 廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物）
2440 がれき類（石綿含有産業廃棄物）
2450 紙くず（石綿含有産業廃棄物）
2460 木くず（石綿含有産業廃棄物）
2470 繊維くず（石綿含有産業廃棄物）
2500 水銀使用製品産業廃棄物（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
2600 水銀含有ばいじん等（以下、含まれる産業廃棄物の種類）
3000 廃自動車（以下、具体的名称）
3100 廃電気機械器具（以下、具体的名称）
3500 廃電池類（以下、具体的名称）
3600 複合材（以下、具体的名称）
7000 引火性廃油
7010 引火性廃油（有害）
7100 強酸
7110 強酸（有害）
7200 強アルカリ
7210 強アルカリ（有害）
7300 感染性廃棄物
7411 廃PCB等
7412 PCB汚染物
7413 PCB処理物
7421 廃石綿等（飛散性）
7422 指定下水汚泥
7423  鉱さい（有害）
7424 燃えがら（有害）
7425 廃油（有害）
7426 汚泥（有害）
7427 廃酸（有害）
7428 廃アルカリ（有害）
7429 ばいじん（有害）
7430　13号廃棄物（有害）
7449　廃水銀等
7900 その他の特別管理産業廃棄物（以下、具体的名称）

7000 引火性廃油

7010 引火性廃油（有害）

合計

7100 強酸
7200 強アルカリ

認定熱回収業者以
産業廃棄物の種類

排出抑制に関する事 自ら行う再生利用に 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等 処理委託に関する事項
排出量 自ら再生利用を行う 自ら熱回収を行う 自ら中間処理により 自ら埋立処分又は 全処理委託量 優良認定処理業者 再生利用業者への 認定熱回収業者へ



別紙２（廃棄物処理法-特別管理産業廃棄物処理計画書）

１　当該事業場において行っている事業に関する事項

①現状

（これまでに実施した取組）
引火性廃油の取り組みは、
　自社で極力助燃剤として焼却処理を実施した。
強酸の取り組みは、
　副生塩酸は、自社排水処理で使用し有効利用する。

①事業の種類 1639　　その他の有機化学工業製品製造業
②事業の規模 製品出荷額　　573.92百万円　　（平成30年度実績）
③従業員数 154人　　（平成31年3月末）
④産業廃棄物の 別紙３のとおり

２　特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等，別紙３を参照）

３　特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

６　自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

②計画

（今後実施する予定の取組）
　引火性廃油を出来るだけ、助燃剤として自社で有効利用し、
　有価物処理にできるものを再利用として処理を進める。
　強酸の取り組みは、
　副生塩酸は、自社排水処理で使用し有効利用する。

４　特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　工場内の保管場所を廃棄物を分別して保管し,自社で処理できるものにおいては実施し、
　リサイクル可能なものについては再利用（有価）を行う。

②計画

（今後，分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　廃棄物の分別を進め、自社で処理できるものにおいては実施し、
　リサイクル可能なものについては再利用（有価）を行う。

５　自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

（これまでに実施した取組）
　引火性廃油は自社焼却炉燃料に使用し、副生酸は排水処理にて有効利用する。
　引火性廃油で焼却しきれないものにおいては、有価売却を進める。

②計画

（今後実施する予定の取組）
　引火性廃油は自社焼却炉燃料に使用し、副生酸は排水処理にて有効利用する。
　引火性廃油で焼却しきれないものにおいては、有価売却を進める。

②計画

（今後実施する予定の取組）
　引き続き引火性廃油の見直しで有価売却を進める。またその他副生強塩酸なども
　有価検討し産廃量の削減を検討する。
　ＲＰＦ製造業者への排出を行い、排出廃棄物のリサイクルを推進する。
　工程の見直しで、廃液量の削減に取り組む。
　認定熱回収業者への委託やリサイクル業者へ貢献する。

①現状

（これまでに実施した取組）
　特になし。

②計画

（今後実施する予定の取組）
　特になし。

７　自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

（これまでに実施した取組）
　ゼロエミッションの取り組み実施。特になし。

②計画

（今後実施する予定の取組）
　ゼロエミッションの取り組み実施。特になし。

８　特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

（これまでに実施した取組）
　可能な限りＲＰＦ製造業者への排出を行い、排出廃棄物のリサイクルを推進。
　工程の見直しで、廃液量の削減に取り組む。
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○ 特別管理産業廃棄物の一連の処理の工程
3-1
3-2 産業廃棄物処理状況一覧表別途参照
3-3 EMS実行組織図別途参照

3-1

図１

原料 反応 分液 ろ過 分離 製品

有機化合物 複素環式化合物

有機溶剤 廃液 汚泥 廃液 （ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ類）

無機塩・水 （廃酸・廃ｱﾙｶﾘ） （活性炭等） （廃油等）

原料 反応 分液 濃縮 分離 製品

有機化合物 （溶媒置換） 複素環式化合物

有機溶剤 廃液 廃液 （ﾋﾟﾛﾘｼﾞﾝ類）

無機塩・水 （廃酸・廃ｱﾙｶﾘ） 廃溶剤 （廃油等）

（再生利用）

原料 反応 脱水 製品

ｱｼﾞ化ｿｰﾀﾞ 5,5'-ﾋﾞ-1H-ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ

ｼｱﾝ化ｿｰﾀﾞ

二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ 汚泥 廃液

酢酸・水　等 廃ｱﾙｶﾘ （炭酸ﾏﾝｶﾞﾝ等） （廃酸・廃ｱﾙｶﾘ）

※ 反応缶等の洗浄有機溶剤・洗浄水（廃ｱﾙｶﾘ）が発生するが、その大部分が焼却炉で自己中間処理される。

図２

原料

樹脂 溶解 製品

原料 反応 濃縮 （液体品）

塩素 固形化 製品

溶媒 蒸留 （固形品）

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ （ｸﾛﾛﾎﾙﾑ：再使用）

廃酸 廃油

図３

排水 調整槽 曝気槽 薬注槽 沈殿槽 処理水

濃縮槽

脱水機 （中間処理）

汚泥

（無機汚泥）

3-1 産業廃棄物処理状況一覧表別途参照

3-2 EMS実行組織図別途参照

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

有機精密化学薬品製造・廃棄物発生フローシート

有機精密化学薬品製造・廃棄物発生フローシート

ろ過・分離

（中間処理）

ｼｱﾝ分解施設

排水処理施設フローシート

塩素化樹脂製造・廃棄物発生フローシート

分液・塩化水素吸収

塩酸曝気

（排水処理施設へ）
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○ 産業廃棄物の一連の処理の工程

3-2 産業廃棄物処理状況一覧表

東洋紡（株）　高砂工場 2019..6改訂

収集運搬

種類 通称名等 特管区分 業者名 処理方法 （中間処理以降） 業者名 処分方法 業者名 再利用用途

1 廃油 廃有機溶剤 特管 多目的製造施設等 －－－ 自社 焼却 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

2 廃酸 有機廃酸 特管 ﾁｵ酢酸製造施設 －－－ 自社 焼却 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

3 廃アルカリ －－－ －－－ 多目的製造施設 －－－ 自社 焼却 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

4 金属くず （無償物） －－－ 全職場 内藤金属（株） 内藤金属（株） 圧縮 －－－ －－－ －－－ 内藤金属（株） 金属原料

5 ガラスくず （無償物） －－－ 全職場 昌平（株） 昌平（株） 破砕 －－－ －－－ －－－ 日本山村硝子（株） ガラス原料

5-1 ガラスくず （無償物） －－－ 全職場 昌平（株） 昌平（株） 破砕 （有）上中運送 共栄興業（株） 埋立 日本山村硝子（株） ガラス原料

6 廃酸 －－－ －－－

7 廃アルカリ －－－ －－－

8 汚泥 －－－ －－－

9 金属くず 腐食ドラム －－－

10 廃油 廃有機溶剤 特管

11 廃酸 －－－ 特管

12 廃アルカリ －－－ 特管

13 廃アルカリ CN含有 特定有害

14 汚泥 －－－ 特管

15 廃油 EDC含有 特定有害

16 廃油 DCM含有 特定有害

17 廃酸 DCM含有 特定有害

18 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 －－－ －－－

19 ガラスくず －－－ －－－

20 廃油 廃有機溶剤 特管

21 廃アルカリ －－－ －－－

22 廃油 DCM含有 特定有害 多目的製造施設 （株）ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ （株）ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 蒸留 －－－ －－－ －－－ （株）ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 溶剤原料

23 廃油 廃有機溶剤 特管 多目的製造施設 サンワ技研（株） サンワ技研（株） 燃料化 －－－ －－－ －－－ サンワ技研（株） ｾﾒﾝﾄ焼成燃料

24 汚泥 汚泥 －－－ 多目的製造施設等 （株）森商事 サンワ技研（株） 燃料化 －－－ －－－ －－－ サンワ技研（株） ｾﾒﾝﾄ焼成燃料

（株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ 蒸留 －－－ －－－ －－－ （株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ 溶剤原料

－－－ －－－ エコシステム山陽
（株）

ｾﾒﾝﾄ原料
製造

原燃料

－－－
岡山県

環境保全事業団
埋立

カミシマ技研株式会社 埋立

－－－ －－－
住友大阪セメント（株）

赤穂工場
原料化
燃料化

（株）環境保全ｾﾝﾀｰ 埋立 －－－ －－－

－－－ 大栄環境（株） 埋立

－－－ －－－ 住友大阪セメント（株）
赤穂工場

原料化
燃料化

－－－ －－－ 住友大阪セメント（株）
高知工場

原料化
燃料化

－－－ 株式会社明和ｸﾘｰﾝ 埋立 －－－ －－－

－－－ 大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ

埋立 －－－ －－－

（株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ
中間処理後→
光和精鉱（株）
戸畑製造所

焼却 －－－ －－－ －－－ 光和精鉱（株）
戸畑製造所

ｾﾒﾝﾄ原料製造
原燃料

（株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ
中間処理後→

株式会社ハルミ
焼却 －－－ －－－ －－－

住友大阪セメント（株）
赤穂工場

原料化
燃料化

－－－ 特管

－－－ －－－

27 廃アルカリ －－－ 特管 多目的製造施設等 （株）ダイセキ 中和 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

28 廃酸 －－－ －－－

29 廃アルカリ －－－ －－－

30 汚泥 －－－ －－－ 多目的製造施設等 大幸工業（株） 大幸工業（株） 埋立 ㈱疋田建設 造粒固化

31 廃酸 －－－ 特管

32 廃アルカリ －－－ 特管

33 廃油 廃有機溶剤 特管 多目的製造施設等 （株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ （株）パルテック 焼却 （株）パルテック 大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ

埋立 －－－ －－－

34 廃プラ 空ﾄﾞﾗﾑ －－－ 多目的製造施設等 （株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ （株）パルテック 粉砕、焼却 （株）パルテック 大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ

埋立 －－－ －－－

35 汚泥 排水処理汚泥 －－－ 排水処理施設 混合原料化 住友大阪セメント（株） ｾﾒﾝﾄ原料

36 廃油 機械油 －－－ 全職場 (有)ｴｺ･ﾏﾃﾘｱﾙ アミタ（株） 混合燃料化 －－－ －－－ －－－ アミタ（株） 燃料化

37 もえがら （一般廃棄物） －－－ 一般焼却炉 混合原料化 住友大阪セメント（株） ｾﾒﾝﾄ原料

38 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 －－－ －－－ 全職場 (有)ｴｺ･ﾏﾃﾘｱﾙ (有)ｴｺ･ﾏﾃﾘｱﾙ 破砕・溶融 －－－ －－－ －－－

・(有)ｴｺ･ﾏﾃﾘｱﾙ
・Ｊ&T環境株式会社福

山ＲＰＦ工場
・西部ｻｰﾋﾞｽ株式会社

・日鉄住金スラグ製品株
式会社　和歌山事業所

燃料
破砕・造粒

光学選別、減溶固化
破砕（鉄鋼原燃料）

－－－ 大栄環境（株） 埋立 大栄環境（株） 燃料

－－－ －－－ －－－ （株）疋田建設 造粒固化

番号
産 廃 の 種 類

発生職場 収集運搬
中間処理 最終処分 再利用

多目的製造施設等

ｴｺｼｽﾃﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）
（株）新岡山工業

（株）ユアック
一宮運輸（株）
（株）辰巳商会

エコシステム山陽（株） 焼却 ｴｺｼｽﾃﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ（株） 岡山県
環境保全事業団

埋立 住友大阪セメント（株）
ｾﾒﾝﾄ原料

製造
原燃料

多目的製造施設 ｴｺｼｽﾃﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）
（新）新岡山工業

光和精鉱（株）
戸畑製造所

有効利用 －－－ －－－ －－－ 光和精鉱（株）
戸畑製造所

ｾﾒﾝﾄ原料製造
原燃料

－－－

（株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ
中間処理後→

新日本開発株式会社
焼却25 廃油 廃有機溶剤 特管 塩素化ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ

製造施設等
（株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ

26 廃油 多目的製造施設等 （株）ダイセキ
㈲明石環境開発

㈱ダイサン

（株）ダイセキ

燃料化
ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ燃

料化
油水分離

（株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ
中間処理後→

エコシステム山陽
（株）

焼却
（中間処分） －－－

（株）ダイセキ 大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ

埋立 （株）ダイセキ 燃料化

大阪ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ事業
協同組合

中和
ﾌｪﾗｲﾄ化

大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ

（株）ﾘﾊﾞｰｽｹﾐｶﾙ
中間処理後→

西播商事株式会社
焼却

木村工業（株） 破砕・焼却39 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 －－－ －－－ 全職場 木村工業（株）



－－－ （株）明和ｸﾘｰﾝ 管理型埋立 －－－ －－－

40 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

41 金属くず

42 ガラスくず

43 紙くず

44 廃蛍光灯 －－－ －－－ 全職場 木村工業（株） （株）ｼﾞｪｲ･ｴﾑ･ｱｰﾙ 破砕・回収 －－－ （株）環境保全ｾﾝﾀｰ
ｲｰ･ｽﾃｰｼﾞ㈱

埋立 （株）ｼﾞｪｲ･ｴﾑ･ｱｰﾙ 水銀回収

45 廃乾電池 －－－ －－－ 全職場 ミヤマ（株） 野村興産（株） 焙焼 －－－ －－－ －－－ 野村興産（株） フェライト
金属原料

46 金属くず 腐食ドラム －－－ 多目的製造施設等 木村工業（株） 木村工業（株） 破砕 －－－ －－－ －－－ 木村工業（株） 製鋼原料化

47 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 腐食コンテナ －－－ 多目的製造施設等 木村工業（株） ㈱ｻﾆｯｸｽ 破砕 －－－ －－－ －－－ ㈱ｻﾆｯｸｽ 資源化
ｾﾒﾝﾄ原料

48 廃酸 廃酸 特管

49 廃酸 廃酸 －－－

50 廃アルカリ 廃アルカリ 特管

51 廃アルカリ 廃アルカリ －－－

52 廃油 廃有機溶剤 特管

53 廃油 廃有機溶剤 －－－

54 汚泥 汚泥 －－－

55 廃油 廃有機溶剤 特管 多目的製造施設等 （有）一倉 光和精鉱（株）
戸畑製造所

有効利用 －－－ －－－ －－－ 光和精鉱（株）
戸畑製造所

ｾﾒﾝﾄ原料製造
原燃料

56 汚泥 廃水銀 特管 分析室

大阪薬研㈱
旭興産業㈱
日本通運㈱

日本貨物鉄道㈱

野村興産（株） 焙焼 －－－ 野村興産（株） 埋立
野村興産（株）
ｲﾄﾑｶ鉱業所

再生（水銀）
原料化（亜鉛原料.金

属くづ）

57 木屑
廃パレット等

木屑
－－－ 全職場 木村工業（株） 木村工業（株） 破砕 木村工業（株） －－－ －－－

神戸ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
ｻｰﾋﾞｽ㈱

ﾁｯﾌﾟ燃料化
二次製品化

58 木屑
廃パレット等

木屑
－－－

破砕
源容

溶剤溶融
固化

－－－ －－－ －－－ 姫路環境開発（株）

破砕
源容

溶剤溶融
固化

59 廃プラスチック類 －－－ －－－ －－－ －－－ ㈱環境保全センター
管理型

埋立処分
－－－ －－－

60 汚泥 汚泥 －－－
凝集沈殿

焼却

61 廃油 廃油 －－－ 多目的製造施設等 ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱ ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱
油水分離

焼却 ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱ 埋立 再生利用

62 廃酸 廃酸 －－－ 中和・焼却

63 廃アルカリ 廃アルカリ －－－ 焼却

64 廃プラスチック類 廃プラスチック類 －－－ 焼却

65 金属屑 金属屑 －－－ 焼却

66 ガラスくず ガラスくず －－－ 化成品研究所 ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱ ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱ 焼却 ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱ 埋立 再生利用

67 木くず 木くず －－－ 破砕･焼却

68 繊維くず 繊維くず －－－ 焼却

69 動植物性残さ 動植物性残さ －－－ 焼却

70 動物系固形
不要物

動物系固形
不要物

－－－ 焼却

71 ゴムくず ゴムくず －－－ 焼却

72 汚泥 汚泥 特管 凝集沈殿
焼却

73 廃油 廃油 特管 焼却

74 廃酸 廃酸 特管 中和・焼却

75 廃アルカリ 廃アルカリ 特管 焼却

76 汚泥 汚泥 －－－ 多目的製造施設等 宮坂産業㈱ 関西ｸﾘｱｾﾝﾀｰ㈱ 固化 宮坂産業㈱
大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ

埋立 －－－ －－－

77 汚泥 廃ﾏﾝｶﾞﾝ汚泥 －－－ 多目的製造施設等 ｻﾝﾜﾘｭｰﾂｰ㈱ 三和油化㈱ 混錬 ｻﾝﾜﾘｭｰﾂｰ㈱ －－－ －－－ 住友大阪セメント
（株）

ｾﾒﾝﾄ原燃料化

78 廃油 ﾒﾁｸﾛ含有廃油 特定有害 多目的製造施設等 ｻﾝﾜﾘｭｰﾂｰ㈱ 三和油化㈱ 焼却 ｻﾝﾜﾘｭｰﾂｰ㈱ －－－ －－－ 三和油化㈱ 混練原料として有効利
用

79 廃油 PCB 特管 電気設備 三輪運輸工業㈱ 日本環境安全事業㈱ 洗浄又は分
離、分解

－－－ －－－ －－－ 近畿環境興産㈱他 再生利用

80 汚泥 廃水銀 特管 化成品研究所

ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱
興隆産業㈱
日本通運㈱

日本貨物鉄道㈱

野村興産（株） 焙焼 －－－ 野村興産（株） 埋立
野村興産（株）
ｲﾄﾑｶ鉱業所

再生（水銀）
原料化（亜鉛原料.金

属くづ）

81 廃油 廃有機溶剤 特管 多目的製造施設等 三岐通運㈱

82 廃油 廃有機溶剤 特管

83 廃酸 廃酸 －－－

84 廃アルカリ 廃アルカリ －－－ 多目的製造施設等 RTT㈱ ﾘﾏﾃｯｸ㈱ －－－ －－－ －－－

85 廃油 DCM含有 特定有害 三岐通運㈱

86 汚泥 DCM含有 特定有害

87 汚泥 汚泥 －－－

88 汚泥 汚泥 －－－

89 廃油 廃有機溶剤 特管

90 廃アルカリ 廃アルカリ －－－ 多目的製造施設等 相和運送㈱ ㈱ディ・シー 生物処理 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

91 廃アルカリ 廃アルカリ 特管 多目的製造施設等 相和運送㈱ 　㈱三共テクノス 中和 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

92 汚泥 汚泥 －－－

大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ
・神戸沖処分
・大阪沖処分
㈱南部興産

㈱環境保全ｾﾝﾀｰ
大栄環境㈱

埋立
光和精鉱（株）
戸畑製造所

セメント原料
再生盛土材製品販売

建設用資材化

－－－ －－－ 三菱マテリアル㈱ 再資源化

－－－ －－－ 光和精鉱㈱ ｾﾒﾝﾄ原燃料

－－－ －－－ サンワ技研㈱ ｾﾒﾝﾄ原燃料

－－－ －－－ 全職場 関西環境建設（株） （株）環境保全ｾﾝﾀｰ 選別・破砕

ｾﾒﾝﾄ原料
製造

原燃料

全職場 姫路環境開発（株） 姫路環境開発（株）

（株）環境保全ｾﾝﾀｰ

（株）環境保全ｾﾝﾀｰ
㈱大分ｸﾞﾗﾝﾏ
㈱明和ｸﾘｰﾝ

㈱ｸﾘｼｮｰ
㈱美建

㈱ｾｲｼﾝ開発

管理型埋立
安定型処分

三光㈱
住友大阪ｾﾒﾝﾄ㈱

ﾄｸﾔﾏ
赤井工業㈱

ｻﾆｯｸｽ
ﾊｰﾓﾆｯｸｽ

助燃材
燃料

ｾﾒﾝﾄ原料
改良土

再生（石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）

多目的製造施設等 （㈱）森商事 光和精鉱（株）
戸畑製造所

有効利用 －－－

(有)あいずﾀﾞｽﾄｾﾝﾀｰ
ひめゆり総業㈱
中越環境開発㈱

(財)岡山県環境事業団
ｶﾐｼﾏ技研㈱

㈱ﾌｸｼﾏｴｺﾃｯｸ
大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ
(有)吉本興業

仙台環境開発㈱
(有)栄光環境

ひびき灘開発㈱
㈱ｸﾘｼｮｰ
㈱大総

光和精鉱㈱
新日鐵高炉ｾﾒﾝﾄ㈱

㈱ﾄｸﾔﾏ
住友大阪ｾﾒﾝﾄ㈱

麻生ﾗﾌｧｰｼﾞｭｾﾒﾝﾄ㈱
㈱横浜ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ

㈱ﾋﾟｱｴｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
日進興業㈱

ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱

(有)あいずﾀﾞｽﾄｾﾝﾀｰ
ひめゆり総業㈱
中越環境開発㈱

(財)岡山県環境事業団
ｶﾐｼﾏ技研㈱

㈱ﾌｸｼﾏｴｺﾃｯｸ
大阪湾広域臨海
環境整備ｾﾝﾀｰ
(有)吉本興業

仙台環境開発㈱
(有)栄光環境

ひびき灘開発㈱
㈱ｸﾘｼｮｰ
㈱大総

光和精鉱㈱
新日鐵高炉ｾﾒﾝﾄ㈱

㈱ﾄｸﾔﾏ
住友大阪ｾﾒﾝﾄ㈱

麻生ﾗﾌｧｰｼﾞｭｾﾒﾝﾄ㈱
㈱横浜ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ

㈱ﾋﾟｱｴｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
日進興業㈱

ｱｻﾋﾌﾟﾘﾃｯｸ㈱

混錬燃料化
再資源化

太平洋ｾﾒﾝﾄ㈱
住友大阪ｾﾒﾝﾄ㈱
太平洋ｾﾒﾝﾄ㈱

南海化学工業㈱

－－－ －－－ 光和精鉱（株）
戸畑製造所

93 廃油 廃有機溶剤 特管

ｾﾒﾝﾄ原燃料

多目的製造施設等 (株)名古屋サンギ

多目的製造施設等
ＲＴＴ(株)

三岐通運(株)
(株)名古屋サンギ

興徳クリーナー㈱ 脱水・固化 －－－



－－－ －－－ ㈱ｿｲルﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ 建設用資材化

－－－ －－－ マルエ工業（有） 資材化

－－－ －－－ ㈱疋田建設 資材化

94 廃酸 廃酸 特管

95 廃酸 廃酸 －－－

96 廃アルカリ 廃アルカリ 特管

97 廃アルカリ 廃アルカリ －－－

98 廃油 廃有機溶剤 特管

99 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 －－－ －－－ 塩素化ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ
製造施設等

(株)ハルミ (株)ハルミ 混練・破砕 (株)ハルミ －－－ －－－

住友大阪セメント
株式会社
赤穂工場

焼却

100 廃アルカリ －－－ 特管
多目的製造施設、
塩素化ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ

製造施設等
松田産業（株） 日本エコロジー（株） 中和・脱水 －－－ －－－ －－－ ベルベックステクノ

株式会社

天日乾燥
（造粒固形化

処理）

101 廃油 廃油 －－－

102 廃酸 廃酸 －－－

103 廃アルカリ 廃アルカリ －－－

104 廃油 廃有機溶剤 特管

105 廃酸 濃硫酸 特管 多目的製造施設等 （株）森商事 エヌシー環境（株） ばい焼 －－－ －－－ －－－ エヌシー環境（株） 再製品化

106 廃酸 廃酸 －－－

107 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 －－－

108 廃アルカリ 廃アルカリ －－－

109 廃油 廃油 －－－

110 汚泥 汚泥 －－－

111 紙屑 紙屑 －－－

112 金属くず 金属屑 －－－

113 木くず 木くず －－－

114 廃油 廃油 特管

115 廃酸 廃酸 特管

116 廃アルカリ 廃アルカリ 特管

117 廃油 廃油 特定有害

118 廃酸 廃酸 特定有害

119 廃アルカリ 廃アルカリ 特定有害

120 廃酸 廃酸 特管

121 廃酸 廃酸 －－－

122 廃アルカリ 廃アルカリ 特管

123 廃アルカリ 廃アルカリ －－－

124 廃油 廃油 －－－

125 廃酸 廃酸 特管

126 廃酸 廃酸 －－－

127 廃アルカリ 廃アルカリ 特管

128 廃アルカリ 廃アルカリ －－－

129 廃酸 廃酸 特管
多目的製造施設、
塩素化ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ

製造施設等
平成ﾊｲﾃｯｸ（株） ㈱興徳ｸﾘｰﾅｰ 中和・無害化 －－－ －－－ －－－ 株式会社

富士ｸﾘｰﾝ
造粒固形化

93 廃油 廃有機溶剤 特管

多目的製造施設等 ㈱山陽レック
ｾﾒﾝﾄ原料

製造
原燃料

㈱山陽レック 焼却
（中間処分）

－－－

ﾀﾞｲﾕｳ技研土木㈱
住吉工業㈱

広島県環境保全公社
㈱まつえ環境の森

埋立 ㈱ダイセキ
㈱ファクト

多目的製造施設等 大浜運輸㈱
㈱ｲｰｼﾞｰｴｽ

㈱イージーエス
焼却

（中間処分）
－－－ －－－ －－－

㈱ﾄｸﾔﾏ
ﾂﾈｲｼｶﾑﾃｯｸｽ㈱

㈱ｲｰｼﾞｰｴｽ

セメント原料
路盤材原料
固形燃料化

ﾂﾈｲｼｶﾑﾃｯｸ株式会
社

ﾂﾈｲｼｶﾑﾃｯｸ株式会
社　福山工場

路盤材

多目的製造施設等 大幸工業（株）

－－－
㈱ヤマゼン
㈱疋田建設

混錬造粒
造粒固化
再生土

多目的製造施設等 ㈱森商事

ﾂﾈｲｼｶﾑﾃｯｸ株式会社

焼却・溶融

中和・凝集沈
殿

－－－ －－－ －－－

多目的製造施設、
塩素化ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ

製造施設等
西播環境整備㈱ 西播商事㈱ 焼却 －－－ －－－



（別紙３）

○ 産業廃棄物の一連の処理の工程
3-3 EMS実行組織図

・環境安全教育の推進美化活動

・美化活動の推進

ＥＭＳ　実行組織図 高砂工場長

制　定 '９７．０８．１１
改定22 '１７．０２．１１

FC技術ｾﾝﾀｰ FC技術ｾﾝﾀｰ ・各種精密化学薬品、医薬中間体の

部　　長 部長指名者 　研究開発

【部門責任者】 【部門担当者】 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに関する主な任務

・管理文書原紙の管理・配布

H技術ｾﾝﾀｰ H技術ｾﾝﾀｰ ・塩素化ﾌﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、各種変性ﾎﾟﾘｵﾚ

部　　長 部長指名者 　ﾌｨﾝの研究開発

・生産関連技術の開発

・管理文書原紙の管理・配布

部　　長 部長指名者 ・外部業者・協力会社の窓口業務

ＥＭＳ実行委員会
・原材料の受入・受入検査

総　務　部 総　務　部 ・製品出荷・出荷検査

・各種精密化学薬品（ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ、ﾁｱ

　ｿﾞｰﾙ他）の製造

・排ｶﾞｽｽｸﾗﾊﾞｰの運転管理

AB/MP ・各種精密化学薬品（ﾃﾄﾗｿﾞｰﾙ、ﾁｱ

ｻｲﾄ最高責任者 課長 　ｿﾞｰﾙ他）の製造

高砂 工場長 ・排ｶﾞｽｽｸﾗﾊﾞｰの運転管理

製　造　部 ・排ｶﾞｽｽｸﾗﾊﾞｰの運転管理

部　　長
事　務　局 ・ＭＰ，ＡＢ,ＩＰ製品の乾燥・包装

・製品の乾燥・包装

ＥＭＳ管理責任者 IP/KRP ・各種精密化学薬品(医薬中間体等)

環境安全室部長 課長 　の製造

課　　長 ・排ｶﾞｽｽｸﾗﾊﾞｰの運転管理

・高圧ｶﾞｽ関連の法的対応

・排水処理施設の運転管理

施設管理 ・廃液焼却炉の運転管理

環境安全室 ・製品の詰替え

・塩素化ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、各種変性ﾎﾟﾘｵﾚ

ＣＰＳ 　ﾌｨﾝの製造

工　務　部 工　務 　対応

部　　長 部長指名者 ・計量器、計測機器の管理

課　　長 ・産廃の外部委託

・一般焼却炉の運転

・設備の建設、保全、管理

・高圧ｶﾞｽ、一圧、消防法関連の法的

環境安全室 環境安全室
部　　長 部長指名者

・機器の自動制御ｼｽﾃﾑの構築と保守

【環境マニュアル　第１5版　別表ー１】

部長指名者 ・原料試験・製品試験

・試験機器の管理

品質保証部 ・改善活動の推進

部　　長 ・社内測定分の環境測定・判定

分析Ｇ ・環境に関する各種依頼試験

・管理文書原紙の管理・配布

品質保証Ｇ ・工場の品質保証の総括

部長指名者 ・ＱＣ教育の推進

・法的要求事項の測定、評価、届出
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